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1．本年度の研究成果	
 

(1) がん患者の子どもへのチャイルドサポート	
 

① 観察研究	
 

	
 子育て中のがん患者とその子どもを対象に、6カ月の間隔で2回のアンケートを行った。

親子それぞれのストレス症状、子どもの心理社会的 QOL 評価、親の抑うつ・不安評価、家

族機能。2回の間にチャイルドサポートの利用は協力者の自由である、観察研究である。	
 

研究協力４施設にて、初回分のアンケートは、18歳未満の子どもを持つがん患者172名、

その子ども 123 名から有効回答を得た。子どもの心理・社会的現状への関連因子の解析に

は、親子ペアで回収できた 123 組について解析を行った。	
 

患者の年齢	
 中央値 44歳（幅 28～53）、子の年齢中央値 11歳（2～17）。89％は、子ども

に告知が済んでいた。親の心的外傷後ストレス症状（Posttraumatic	
 stress	
 symptoms	
 :PTSS）

は、ｶｯﾄｵﾌ値(24/25）を越えている者が 47％。親ががん患者であるという体験における子

どもの PTSS は、14歳以下で中等度以上の者が 30％、15歳以上でｶｯﾄｵﾌ値(IES-R)を越えて

いる者は 34％であった。	
 

子の属性と子の PTSS,QOL との関連は、子の年齢、家族機能、親の治療状況との有意な

関連は認めなかった。女児の方が PTSS は高く（p=0.02)、感情機能は低かった(p=0.04)。

子の QOL（総合、感情）は低かった(p=0.04,0.04)。死別の方が離婚よりも感情面で PedsQL

が低く(p=0.03)、親の年齢が 44歳以下で、子の PTSS は高く(p=0.02)、子の QOL（総合、

身体、社会、学校機能）が低かった(p=0.0007,0.023,0.013,0.049)。そして、親の疾患の

病期が進行しているほど、子の QOL（総合、身体、学校機能）は低かった

(p=0.002,0.005,0.001)。	
 

また、親の PTSS・不安・抑うつ状態は、子の PTSS と強い負の相関(p<0.01)、QOL とは

強い正の相関があった(p<0.01)。子が自覚しているソーシャルサポートでは、先生からの

サポートが子の PTSS と負の相関(p<0.05)、QOL とは正の相関(p<0.05)を示した。	
 

子の PTSS,QOL との間に単変量解析で有意に関連があった、親の年齢、親の婚姻状況、

親の不安・うつ状態、親の PTSS、先生からのソーシャルサポート、親の疾患の病期の７因

子を従属変数として子の状態との関連をみると、子の QOL と親の PTSS(p<0.05)、子の PTSS

と親の抑うつ(p<0.05)との関連が有意であった。	
 

半年以降の2回目のアンケート回収は25組であり、今後さらに回収が見込まれる。これらの経

時的変化については、子のQOL総合と感情機能の改善群は、チャイルドサポート利用頻度が高い

傾向（p=0.05）があった。今後、2回目のアンケート回収がなお期待できるので、集積後、さら

に解析を進める。	
 

以上より親ががん患者であるという経験は、その子どもにとって、トラウマ体験となってい

ること、がん患者である親の不安・抑うつは子のQOLにも影響していることが明らかとなった。	
 

②チャイルドサポートの実際	
 

a)がん患者の子どもへのサポートグループ（CLIMB®）	
 

CLIMB®（6セッション）は、子どもの持っている力を引き出し、親の病気に関連するスト



レスに対処していくための能力を高めることを目指すプログラム（終末期を除く）で、す

でに米国 50施設以上で開催されている。	
 

	
 H24年度に引き続き、第2回となるファシリテーター養成講座を2日間開催した。このプログラ

ム開発者であるSue.P.Heinery氏を講師として招聘し、40名（北海道～鹿児島から参加）が資格

を獲得した。研究班主催のパイロットグループの他、全国5施設で開催され、事務局でのバック

アップ体制を整えた。参加した子の自責の念は低下（p=0.013）し、その親は、家族のコミュニ

ケーションの満足感が上昇（p=0.008）し、パートナーを親密に実感も上昇（p=0.047）した。	
 

b)がん患者である親の死に直面したチャイルドサポートに関する医療者の苦悩	
 

	
 臨床現場での体験に関して 20名、自身が未成年期に死別体験のある医療者 11名に半構造化

面接を行った。がんの親を看取る際の子供時代の体験として、『親から離された疎外感』、『状

況が理解できない中の混乱と憤り』、『異様な状況の怖れ』などの項目が抽出された。一方、臨

終期がん患者の子どもの支援に対する医療者の苦悩として、『医療者の子どもに関する知識不

足』、『子どもへの支援のタイミング』、『支援する家族の病状否認と医療者介入の拒否』、『亡く

なった後の子供への支援不足の懸念』などの項目が抽出された。また、臨終期がん患者の子ど

もの支援にあたって求める対策として、体験者は、『お別れの準備の配慮』『医療者からの声か

け』『親の存在の証の作成』、一方、医療者は『啓発／勉強会』『身近な支援団体』『子どもの専

門家／チームの体制』『子どもたちが過ごせるスペースなどの院内の環境』などの項目が抽出

された。	
 

(2) 小児がん経験者の自立・就労実態調査と支援システムの構築	
 

	
 NPO 法人ハートリンクワーキングプロジェクト、スマイルファームそれぞれにおいて就

労支援を実践した。日常生活の自立の課題をもつ者、社会人として就労の課題を持つ者、

それぞれに視点が異なる支援が必要であることが明らかとなり、各事業においてニーズに

合わせたシステムを構築した。	
 

(3) 提言	
 

子育て世代のがん患者の診療における家族支援では、子どもを視野にいれることが不可欠で

ある。グループプログラムは有用で、親の臨終場面では、子ども・医療者・環境因子に配慮し

たケアが必要である。また、治癒率が向上し長期予後が期待できる小児がん患者、特に晩期合

併症を有する小児がん経験者においては、本研究で構築したような自立・就労支援の視点・体

制が全国に広がることが望まれる。	
 

	
 

2．前年度までの研究成果	
 

	
 H23～24年度は、親ががん患者と子どもの多施設協同観察研究のためのプロトコール作成、各

協力施設におけるチャイルドサポート体制を整え、リクルートを開始し、初回アンケートの回

収がはじまった。チャイルドサポート実践のために、CLIMB®プログラムの日本語版作成を終了

し、パイロットグループを開催する傍ら、ファシリテーター養成プログラムの日本語版を完成

させ、プログラム製作者を招聘し、第1回ファシリテーター養成講座を開催した。	
 

	
 小児がん経験者の自立・就労支援においては、小児がん経験者 56 人、その保護者 133

人の自立に関するアンケート結果を、内閣府調査の一般集団と比較した。これを踏まえて

就労支援を実践するために、NPO 法人ハートリンクワーキングプロジェクトを立ち上げた。	
 

	
 

	
 



3．研究成果の意義及び今後の発展性	
 

がん対策推進基本計画に明示されている、子育て世代の若年がん患者対策において、チャ

イルドサポートの必要性を明らかにし、支援ツールの日本語版を完成し有効性も確認した。今

後ファシリテーターの養成を進め、サポートグループの開催を全国に広げていく基盤となった。	
 

	
 同基本計画の重点的に取り組む小児がん対策においては、長期予後が期待できるサバイバー

の自立・就労支援の必要性が明らかとなった。実践のためのパイロットシステムが NPO 法人と

して構築された。一般社会人の中に小児がん経験者が占める割合は増加する中、自立・就労支

援は、医療とは独立して社会の中で提供されるべきものと考える。本研究班で構築したシステ

ムを軸に、がん以外の慢性疾患の就労支援事業との連携をとっていくことが望ましいと考える。	
 

	
 

4．倫理面への配慮	
 

患者アンケートに際しては、研究代表者、各研究分担者の施設にて倫理審査をうけヘル

シンキ宣言に則り、患者の利益を最優先に考えて行った。調査への協力は、口頭同意の後、

書面での同意書を取得した。調査内容は、研究責任者の元で、厳重な管理下で保管し、回

答内容をデータ集計の後に統計解析を行い、個人を特定できる情報には用いなかった。	
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